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1.はじめに 方形導波管内に対称誘導性窓を多段に配置した空洞共振

器の共振特性を平面回路理論に基づくモー ド対応伝送線路の等価回路

より求め､その共振周波数で励振 したときの電磁界分布の時間 (位

棉)特性を計算 したo導波管共振器の中に基本モー ド正弦波を入力し

たときの電磁界分布の時間特性は､繰 り返 し時間波形 となるので､

0-3600の各位相毎に電磁界分布を計算し､順次表示することで動作時

の電磁界分布を動画像表示させる｡

2.方形導波管誘導性共振窓 方形導波管空洞共振器は､図1のように

H面方形導波管中に誘導性有厚金属窓を多段に配置した構造 (1共振

器は5傍観 2共振器は7領域)で､幅広 と幅狭の導波管がステップ

型不連続部で接続された構成となるDこれを図1(b)の等価回路で表す

と各導波管部は多線条伝送線路,不連続部は多開口理想変圧器と表す

ことができ､各領域での端子電圧,端子電流間の関係が計算できる｡

3.電磁界分布の時間特性 方形導波管誘導性窓共振器の共振特性は､

れる｡また導波管内の電磁界分布は変数分離より式(1)で計算でき､図

3に各共振点での電圧分布を示す｡この分布は､0位相(FO)時の分布

であるが､式(2)により位相(0-0-3600)を変えて計算し､順次表示する

ことで動画像化すると導波管共振器の電圧分布時間特性が得られる｡
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(a)方形導波管誘導性窓共振器
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4.むすび 方形導波管共振器の共振特性を多モー ド対応の等価回路に

基づいて求め､共振時の電圧分布を各位相毎に計算 ･順次表示するこ

とで､方形導波管誘導性窓共振器の電圧分布時間特性を計算 した｡
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(b)回路寸法と等価回路

図1 方形導波管誘導性窓共振器 (1共振器)
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図2 導波管共振器の 共振 特性((a)1共振器,(b)2共振器)
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図3 各共振時での電圧分布 (位相 ∂-Oo)
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